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病網膜症の網膜血管解析．第 68 回日本臨床眼科学会；2014 Nov 13-16；兵庫． 
25)  中村友子，黒田 文，宮腰晃央，藤田和也，上田朋子，柳沢秀一郎，林 篤志．再発した加齢黄斑変性に対するア
フリベルセプト硝子体投与．第 68 回日本臨床眼科学会；2014 Nov 13-16；兵庫． 
26)  コンソルボ上田朋子，藤田和也，中村友子，大塚光哉，中川拓也，林 篤志．OxymapT1 を用いた糖尿病網膜症の
オキシメトリー．第 71 回富山眼科集談会；2014 Nov 24；富山． 
27)  大塚光哉，コンソルボ上田朋子，中村友子，東條直貴，藤田和也，柳沢秀一郎，林 篤志．網膜内層に微小嚢胞様
変化のある特発性黄斑上膜の視力予後．第 71 回富山眼科集談会；2014 Nov 24；富山． 
28)  コンソルボ上田朋子，大塚光哉，藤田和也，中村友子，林 由美子，林 篤志．眼底微小視野計を用いた黄斑円孔
術後のロービジョントレーニング．第 53 回日本網膜硝子体学会総会・第 31 回日本眼循環学会合同学会；2014 Nov 
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手術成績の比較．第 53 回日本網膜硝子体学会総会・第 31 回日本眼循環学会合同学会；2014 Nov 28-30；大阪． 
30)  奥村詠里香，追分俊彦，掛上 謙，林 顕代，中川拓也，林 由美子，林 篤志．眼内散乱光測定装置 C-Quant を
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32)  藤田和也，三原美晴，田村了以，掛上 謙，林 篤志．健常者と外転神経麻痺患者の衝動性眼球運動速度の比較．
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33)  藤田和也，三原美晴，田村了以，掛上 謙，林 篤志．アイトラッカーを用いた健常者と外転神経麻痺患者の衝動
性眼球運動速度の比較．第 334 回金沢眼科集談会；2014 Dec 21；石川． 
34)  原由香利，入江真理，林 篤志．富山県における 2013 年度献眼実績報告．第 70 回富山眼科集談会；2014 Jun 29；
富山． 
 
◆ その他 
1)  林 篤志．病気のシグナルⅢ 老化に伴う病気の治療⑧ 静かに進行する緑内障．北日本新聞（朝刊）．2014 Apr 2：
11． 
2)  林 篤志．加齢黄斑変性について．千寿製薬株式会社 社外講師勉強会；2014 May 31；京都． 
3)  林 篤志．黄斑疾患の最新の治療．富山県眼科医会 第 45 回東海北陸ブロック講習会；2014 Jun 14；富山． 
4)  林 篤志．黄斑疾患の薬物治療と手術治療．第 8 回 EOOS 勉強会特別講演；2014 Jun 21；沖縄． 
5)  宮腰晃央．前眼部疾患の診断と治療の考え方．アゾルガ発売記念富山講演会；2014 Aug 7；富山． 
6)  宮腰晃央，中村友子，林 篤志．Abatacept により寛解し得た強膜炎の症例．第 34 回金沢医科大学眼科研究会；2014 
Oct 9；石川． 
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